日本語学習者による複合動詞の意味推測の特徴 : 多肢選択式における選択パターンの分析から by 谷内 美智子
This study investigated the characteristics of inferring the meaning of 
Japanese compound verbs on a multiple-choice test from these following 
points;（1） how much the original meaning of single verb remains in 
compound verbs,（2） quantity of context, and （3） Japanese language 
proficiency. 54 participants were asked to guess the meaning of target words 
under three conditions, the word in isolation, word within a simple sentence 
and word within a complex sentence. The main findings are; ［1］ There 
are many types of multiple-choice selection patterns when the meaning 
of first and second verbs do not remain in the compound verb, or when 
the Japanese language proficiency is lower; ［2］ The higher the Japanese 
proficiency level, the more the multiple-choice selection patterns which 
include “correct answer” are found. In the process of inferring the meaning 
of words, vocabulary knowledge, grammar knowledge, and information 
obtained from context are referred to verify the correctness of the inferred 
meaning. It is more advantageous for the leaners with higher proficiency to 
infer the correct meaning of words because it makes easier for them to get 
the information form context with rich language knowledge. The result of 
this study may reflect the difficulty of verifying the inferred meanings in the 




What are the characteristics of inferring the meaning of 
Japanese compound verbs by Japanese language learners



































ことも報告されている（谷内 2012, 2019；谷内・小森 2009）。
これまでの複合動詞意味推測研究では「どのような条件であれば正確に意味
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表３　SPOT（ver. D, E）の得点
平均 最大 最小 標準偏差 N
全体 42.44 59.00 20.00 9.65 54
上位 52.53 59.00 48.00 3.55 19
中位 43.00 47.00 38.00 2.98 17




































































































（正答） Олон нийтэд дэлгэрүүлэхгүй байх［世間に広まらないようにする］
選択肢２ Мөрийг нь базангаа өвчинг арилгах ［肩を揉みながら痛みを消す］
選択肢３ Бүр мөсөн мартах　　　　　　　　　　　　　　 ［完全に忘れる］
選択肢４ Бүгд сайн мэдэж байгаа　　　　　　　［みんながよく知っている］
表６　文脈内意味推測テストの冊子の構成
テスト① テスト② テスト③ テスト④
統語（単文） 統語（複文） 語彙（単文） 語彙（複文）
語彙（複文） 語彙（単文） 統語（複文） 統語（単文）
統語（複文） 統語（単文） 語彙（複文） 語彙（単文）
語彙（単文） 語彙（複文） 統語（単文） 統語（複文）
















が「誤答３ ⇒ 誤答３ ⇒ 誤答３」や「誤答１ ⇒ 誤答１ ⇒ 誤答１」のように、
調査対象者によって選ばれている選択肢が異なっていても、同一の調査対象者
の中で意味推測条件ごとに選ばれている選択肢が同じ場合は「誤答（a）⇒ 誤
答（a）⇒ 誤答（a）」のようにまとめた。同様に「誤答２ ⇒ 正答 ⇒ 誤答２」






















押し開ける  8  4  5  7
切り倒す  6  1  4  5
切り分ける  5  3  4  4
たたき割る 10  4  7  8
運び入れる  7  4  5  6
統
語
書き忘れる  4  1  3  4
聞き飽きる 10  4  6  7
しゃべり続ける  4  1  4  3
出し遅れる 11  6  5  9
使い慣れる  7  2  5  6
話し終わる  6  1  5  4
読み始める  5  3  3  4



















居合わせる  9  4  7  5
買い戻す 14  8  9  9
捨て去る 11  4  5  7
出払う 14  9 10 10
泣き落とす 11  8  7  7
飲み歩く 13  8  8 11
笑い飛ばす 11  6  6 10
統
語
歩き過ぎる 10  2  5  7
数え直す 12 11  7  5
頑張り通す  8  2  6  5
助け合う  9  4  7  9
泣き出す 12  7  9 10
登り切る 10  7  6  6











あり付く 13  7  7  8
言い寄る 12  9 11  8
言い渡す 11  7  7  8
行き渡る 11  5  6  5
選択パターン数平均 11.75  7.00 7.75 7.25
















































押し開ける 正答 ⇒ 正答 ⇒ 正答 23 11 7  5
切り倒す 正答 ⇒ 正答 ⇒ 正答 45 19 12 14
切り分ける 正答 ⇒ 正答 ⇒ 正答 32 13 10  9
たたき割る 正答 ⇒ 正答 ⇒ 正答 13  9  4 －誤答（a）⇒ 正答 ⇒ 正答 22  8  6  8
運び入れる 正答 ⇒ 正答 ⇒ 正答 35 15 11  9
統
語
書き忘れる 正答 ⇒ 正答 ⇒ 正答 49 19 15 15
聞き飽きる 正答 ⇒ 正答 ⇒ 正答 24 12  4  8誤答（a）⇒ 正答 ⇒ 正答 19  5  9  5
しゃべり続ける 正答 ⇒ 正答 ⇒ 正答 47 19 14 14
出し遅れる 正答 ⇒ 正答 ⇒ 正答 22 11  7  4誤答（a）⇒ 正答 ⇒ 正答 12  2  5  5
使い慣れる 正答 ⇒ 正答 ⇒ 正答 43 18 13 12
話し終わる 正答 ⇒ 正答 ⇒ 正答 46 19 13 14



















居合わせる 誤答（a）⇒ 誤答（b）⇒ 正答 26 13  5  8
買い戻す
誤答（a）⇒ 誤答（a）⇒ 誤答（a） 10  3  3  4
誤答（a）⇒ 正答 ⇒ 正答 9  4  4  1
誤答（a）⇒ 誤答（b）⇒ 誤答（b） 8  3  1  4
捨て去る 正答 ⇒ 正答 ⇒ 正答 20 11  5  4誤答（a）⇒ 正答 ⇒ 正答 23  5  9  9
出払う
正答 ⇒ 正答 ⇒ 正答  6  1  3  2
誤答（a）⇒ 誤答（a）⇒ 誤答（a）  5 －  1  4
誤答（a）⇒ 正答 ⇒ 正答 12  9  3 －
泣き落とす
誤答（a）⇒ 誤答（a）⇒ 誤答（a） 14  4  5  5
誤答（a）⇒ 正答 ⇒ 正答 12  6  4  2
誤答（a）⇒ 誤答（b）⇒ 誤答（b）  8 －  2  6
飲み歩く
誤答（a）⇒ 誤答（a）⇒ 誤答（a）  8  2  3  3
誤答（a）⇒ 正答 ⇒ 正答 11  5  4  2
誤答（a）⇒ 誤答（b）⇒ 誤答（b）  7  1  4  2
誤答（a）⇒ 誤答（b）⇒ 正答  7  5 －  2
笑い飛ばす
誤答（a）⇒ 誤答（a）⇒ 誤答（a）  6 －  2  4
誤答（a）⇒ 正答 ⇒ 正答 19 10  8  1
誤答（a）⇒ 誤答（b）⇒ 誤答（b）  8  1  3  4
統
語
歩き過ぎる 正答 ⇒ 正答 ⇒ 正答 34 16 11  7
数え直す
正答 ⇒ 正答 ⇒ 正答  5  3  2 －
誤答（a）⇒ 誤答（a）⇒ 誤答（a） 21  2 10  9
誤答（a）⇒ 正答 ⇒ 正答  6  3  1  2
頑張り通す 正答 ⇒ 正答 ⇒ 正答 39 14 12 13
助け合う 誤答（a）⇒ 誤答（a）⇒ 誤答（a）  4 － －  4正答 ⇒ 正答 ⇒ 誤答（a） 24 13  8  3
泣き出す 正答 ⇒ 正答 ⇒ 正答 13  5  4  4誤答（a）⇒ 誤答（a）⇒ 誤答（a） 11  4  3  4
登り切る 正答 ⇒ 正答 ⇒ 正答 15  9  3  3誤答（a）⇒ 誤答（a）⇒ 誤答（a） 12  1  5  6





群、下位群のすべてで同じで、かつ、選択パターンは「正答 ⇒ 正答 ⇒ 正答」
であった。その他の「たたき割る」「聞き飽きる」「出し遅れる」では、「正答 
⇒ 正答 ⇒ 正答」と「誤答（a）⇒ 正答 ⇒ 正答」が、該当者数が最も多い選択
パターンであった。
「たたき割る」「聞き飽きる」「出し遅れる」それぞれの選択パターンを日本
語習熟度別に見てみる。「たたき割る」は「正答 ⇒ 正答 ⇒ 正答」は上位群の
みが該当者数が最も多く、中位群と下位群は「誤答（a）⇒ 正答 ⇒ 正答」の該
当者数が最も多かった。「聞き飽きる」は上位群と下位群で「正答 ⇒ 正答 ⇒ 
正答」の該当者数が最も多く、中位群は「誤答（a）⇒ 正答 ⇒ 正答」の該当者
数が最も多かった。「出し遅れる」は上位群と中位群で「正答 ⇒ 正答 ⇒ 正答」
の該当者数が多く、下位群は「誤答（a）⇒ 正答 ⇒ 正答」の該当者数が多かった。
ここから「二つ残っている」に関しては次のことが言えるだろう。まず該当
者数が最も多い選択パターンが全体、上位群、中位群、下位群で共通している
場合、選択パターンは「正答 ⇒ 正答 ⇒ 正答」となる。そのことから、推測
される意味は意味推測時の文脈量や日本語習熟度による影響を受けにくく、常
に同じ意味を推測すると言える。該当者数が最も多い選択パターンが日本語習
熟度で異なる場合、選択パターンは「誤答（a）⇒ 正答 ⇒ 正答」が多い。その
選択パターン 該当者数

















あり付く 正答 ⇒ 正答 ⇒ 正答 18  5  5  8
言い寄る
誤答（a） ⇒ 誤答（a）⇒ 誤答（a）  9  2  4  3
誤答（a） ⇒ 誤答（a）⇒ 正答  5  3  1  1
誤答（a） ⇒ 誤答（a）⇒ 誤答（b）  7  3  1  3
正答 ⇒ 誤答（a）⇒ 正答  5  3  1  1
誤答（a） ⇒ 誤答（b）⇒ 誤答（a）  9  2  2  5
誤答（a） ⇒ 誤答（b）⇒ 正答  4  3  1 －
言い渡す 正答 ⇒ 正答 ⇒ 正答  8  6  1  1誤答（a） ⇒ 正答 ⇒ 正答 18  6  5  7





















ばす」では、「誤答（a）⇒ 正答 ⇒ 正答」が上位群や中位群で最も該当者数が
多い選択パターンとなっていた。「数え直す」は上位群で「正答 ⇒ 正答 ⇒ 正
答」と「誤答（a）⇒ 正答 ⇒ 正答」が該当者数が最も多い選択パターンであった。
選択者数が最も多い選択パターンが日本語習熟度で異なっていたのは、「捨
て去る」「助け合う」「泣き出す」「登り切る」であった。この４語のうち、「捨
て去る」「登り切る」は上位群で「正答 ⇒ 正答 ⇒ 正答」の該当者数が最も多い。
中位群や下位群で選択者数が最も多かった選択パターンは、「捨て去る」が「誤
答（a）⇒ 正答 ⇒ 正答」、「登り切る」が「誤答（a）⇒ 誤答（a）⇒ 誤答（a）」で
ある。
残りの「助け合う」「泣き出す」のうち「泣き出す」では、下位群で「正答 
⇒ 正答 ⇒ 正答」と「誤答（a）⇒ 誤答（a）⇒ 誤答（a）」の該当者数が同じで
あった。「泣き出す」の上位群と中位群では「正答 ⇒ 正答 ⇒ 正答」の該当者





群で共通している語の数は多くない。かつ、選択パターンも「正答 ⇒ 正答 ⇒ 












⇒ 正答」「正答 ⇒ 誤答（a）⇒ 正答」「誤答（a）⇒ 誤答（b）⇒ 正答」）は上位
群でのみ該当していた。
「言い渡す」「行き渡る」では「正答 ⇒ 正答 ⇒ 正答」と「誤答（a）⇒ 正答 
⇒ 正答」の該当者数が上位群で同数であった。中位群と下位群については、
「言い渡す」は中位群と下位群の該当者数が「誤答（a）⇒ 正答 ⇒ 正答」で最
も多かった一方、「行き渡る」は、中位群が「誤答（a）⇒ 正答 ⇒ 正答」、下位























































択パターンは「正答 ⇒ 正答 ⇒ 正答」であった。該当者数が最も多い選択パ
ターンが全体、上位群、中位群、下位群で異なる場合の選択パターンは「正答 
⇒ 正答 ⇒ 正答」および「誤答（a）⇒ 正答 ⇒ 正答」で、日本語習熟度が高い
ほうが「正答 ⇒ 正答 ⇒ 正答」の該当者数が多く、日本語習熟度が低いと「誤
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